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1. はじめに
我々は既に系図表示ソフトウエアにおいて各個性の

関係性を容易にハンドリングするための新しいデータ

管理手法WHIteBasEを提案した [1]．WHIteBasEは
婚姻関係と子の発生を１つのイベントとして統合管理

するための不可視結節点であり，個性データは直接他

の個性データからは一切参照されず，WHIteBasEから
のみ参照される．その結果，データベース容量が少な

くなるだけでなく，複雑な婚姻形態の表示や線分交叉

の探索も容易になった．さらに，一系系図表示への拡

張も行った [2]．本研究では，WHIteBasEに横系図と
付帯情報を表示する機能を実装し，その有用性を示す．

2. WHIteBasE
本手法では，1つの親子関係は 1つのイベントとし
て不可視結節点WHIteBasE (図 1(a))を用いて管理さ
れる．WHIteBasEによる結合モデルを図 1(b)に示す．
また，婚姻線分MS(Marriage Segment)，主幹線分TS
(Trunk Segment)，兄弟線分BSS (Brothers and Sisters
Segment)，分岐線分 BS (Branch Segments)を定義し
ておく (図 2)．WHIteBasEはMSとTSの交点に置く．

WHIteBasEは集合Wi を，個性は集合 Ij を用いて

Wi = {SL, SR, Dj ,Q}
Ij = {A,Mk}

 i = 0, 1, · · · , imax

j = 0, 1, · · · , jmax

k = 0, 1, · · · , kmax

(1)

のように表される．ここで i, j, k はデータテーブルの
IDを，imax, jmax, kmax は各要素の最大値を，SL, SR

は 2つの個性ノード (両親)の IDを，Dj は個性ノード

(子)の IDを，Aは上位世代 (親)のWHIteBasEの ID
を，Mkは婚姻相手のWHIteBasEの IDを，それぞれ
表す．個性ノードの IDは個性名称や付帯情報が格納さ
れたデータテーブルで管理される．WHIteBasEの ID
は個性情報とは異なるデータテーブルで管理される．Q
はWHIteBasEが管理する座標値 (図 3)であり，

Q = {qb, qL
, q

R
, qd, qaj , qcj , qtl, qrb} (2)

で表される．ここで qbはWHIteBasEの座標を，q
L
, q

R

は両親の座標を，qdはMSとTSの交点座標を，qcj は

子の座標を，qaj
はBSSとBSの交点座標を，qtl, qrbは

WHIteBasEが管理する領域の左上，右下を表す．Qは
表示領域の原点から測った座標系

∑
worldで表される．

一系系図については上記データ構造を変更せず，個

性の下にWHIteBasEがある時を一系モード (図 4(a))，
両親の片方にWHIteBasEがオーバーラップした時を
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(a) 表示形式 (b) WHIteBasE

図 1: 親子関係の基本結合 図 2: 名称 図 3: 座標

(a) 一系接続

(b) 片親優先 (c) モード切替

図 4: 一系系図表示手法

(a) Pattern 1

(c) Pattern 3

(b) Pattern 2

(d) Pattern 4

図 5: 線分交叉探索パターン

(a) 標準配置 (b) 一系 (c) 片親優先

図 6: 横系図の基本的接続型 図 7: 横系図の名称

図 8: 通常の兄弟線分と横系図の鉤線分HSの自動切替

片親優先モード (図 4(b))とし，配置に従って自動的に
接続モードを切り替える手法 (図 4(c))を開発した [2]．
複雑な関係性の表示には線分交叉の表示が必須であ

る．MS,BSS(水平線分)と TS,BS(垂直線分)のみを用
いれば，WHIteBasEが 1つしか無い場合は線分交叉は
発生しない．一方，複数のWHIteBasEが用いられれ
ば図 5(a)–(d)により線分交叉位置が求まる ([2]参照)．

3. 横系図
横系図は上位世代と下位世代を水平に配置するために

必要であり，鉤線分HS (Hooked Segment)が用いられ
る (図 6). ここで，(a)は標準的親子配置を，(b)は一系
の配置を，(c)は片親優先の配置を，それぞれ表す．いず
れも HSは共通であり，BSSのみを BSSl, BSSv, BSSh

の 3つに拡張し，点 qvl, qvhを式 (2)に追加する (図 7).
Q = {qb, qL

, q
R
, qd, qaj , qcj , qvl, qvh, qtl, qrb} (3)

BSSとHSを自動的に切り替える手法を図 8に示す．
図中 (1)のようにマウス操作で移動中の子の名称枠が
BSSを跨げば自動的に一点鎖線で示した HSに遷移す
る．この時，qvlは子と一定距離を保ち，右上方向にラッ

チされる．すなわち，図中 (2)のように子を左下方向
に移動しても qvlは変化しない．また，図中 (3)のよう
に BSSより下がれば HSは解除され，BSSに戻る．
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(a) Pattern 1a (b) Pattern 1b (c) Pattern 2

(d) Pattern 3Aa (e) Pattern 3Ab (f) Pattern 4a

(g) Pattern 3Ba (h) Pattern 3Bb (i) Pattern 4b

図 9: 横系図対応の線分交叉探索パターン

(a) 表示領域 (b) 配置変更 (c) 線分回避自動化 (d) 入力画面

図 10: 付帯情報のレイアウト

図 11: 線分交叉を伴う鉤線分を用いた横系図と付帯情報

4. 線分交叉探索アルゴリズム
横系図の場合もWHIteBasEが 1つならば交叉は発
生しない．一方，WHIteBasEが複数ならば線分の種類
は垂直・水平それぞれ 3種類であるから，線分交叉探索
アルゴリズムは以下の 9パターンに場合分けできる‡．

(a) Wα の MS にWβ の TS が交叉する場合（図 9(a)）
xα,L < xβ,b < xα,R かつ yβ,R < yα,b < yβ,d

ならば，交叉座標は (xβ,b, yα,b) である．
(b) Wα の MS にWβ の BSSv が交叉する場合（図 9(b)）

xα,L < xβ,mid < xα,R かつ yβ,min < yα,b < yβ,max

ならば，交叉座標は (xβ,mid, yα,b) である
‡‡．

(c) Wα の MS にWβ の BS が交叉する場合（図 9(c)）
xα,L < xβ,cj

< xα,R かつ yβ,aj
< yα,b < yβ,cj

ならば，交叉座標は (xβ,cj
, yα,b) である．

(d) Wα の BSSh にWβ の TS が交叉する場合（図 9(d)）
xα,mid < xβ,b < xα,b かつ yβ,R < yα,d < yβ,d

ならば，交叉座標は (xβ,b, yα,d) である．
(e) Wα の BSSh にWβ の BSSv が交叉する場合（図 9(e)）

xα,mid < xβ,mid < xα,b かつ yβ,min < yα,d < yβ,max

ならば，交叉座標は (xβ,mid, yα,d) である．
(f) Wα の BSSh にWβ の BS が交叉する場合（図 9(f)）

xα,mid < xβ,cj
< xα,b かつ yβ,aj

< yα,d < yβ,cj

ならば，交叉座標は (xβ,cj
, yα,d) である．

(g) Wα の BSSl に Wβ の TS が交叉する場合（図 9(g)）
xα,a1 < xβ,b < xα,mid かつ yβ,R < yα,min < yβ,d

ならば，交叉座標は (xβ,b, yα,min) である．
(h) Wα の BSSl に Wβ の BSSv が交叉する場合（図 9(h)）

xα,a1 < xβ,mid < xα,mid かつ yβ,min < yα,min < yβ,d

ならば，交叉座標は (xβ,mid, yα,min) である．
(i) Wα の BSSl に Wβ の BS が交叉する場合（図 9(i)）

xα,a1 < xβ,cj
< xα,mid かつ yβ,aj

< yα,min < yβ,cj

ならば，交叉座標は (xβ,cj
, yα,min) である．

5. 付帯情報
付帯情報は個性名称以外の情報を得るために必要で

ある．視認性向上のため，単一ウインドウのみで付帯

情報を系図に並記できる方法を提案する．

図 10(a)に付帯情報の領域を示す．中央の個性名称枠
に対し，上 (Top)，下 (Bottom)，左 (Left)，右 (Right)，

‡Wα, Wβ は探索すべき 2つのWHIteBasEを表し，qtl, qrb で
囲まれた管理領域が重ならない時は探索不要である．また，このパ
ターン分類は図 5(a)–(d) の名称を踏襲し，Pattern 1,3 系列は垂直
線分が単独の場合を，Pattern 2,4系列は複数の場合をそれぞれ表す．

‡‡添え字midは qvl または qvh を (qvl と qvh の X座標は同じ)，
min は qvl を，max は qvh をそれぞれ表す．

冠 (Header)の 5つの領域を確保する．各領域にはそれ
ぞれ個別に複数行縦書テキストを表示できる．Header
は下詰中央揃，Leftは上詰右寄，Rightは上詰左寄とす
る．TopとBottomはそれぞれ下詰，上詰の中央揃であ
るが，BS・TSがテキスト中央を貫く場合はBS・TSと
テキストが重ならないように配置する．また，BS・TS
の外側に左寄，右寄を選択することもできる (図 10(b))．
なお，Topと重ならないよう BSSが自動配置される．
複数婚への対応として，片側最下のMS直下に Left

と Rightを，左端の TS左側または右端の TS右側に
Bottomを，それぞれ自動配置する (図 10(c))．付帯情
報は各個性から呼び出される入力画面で個別に入力で

きる (図 10(d))．入力後，個性名称枠をマウス操作で移
動すると付帯情報も同期して動く．なお，ユーザの改

行入力により自由に改行位置が設定されるため，付帯

情報同士が重なることがあるが，個性名称枠を広げた

り個性間距離を適宜動かすことで簡単に回避できる．

6. 実装例
図 11に線分交叉を伴う鉤線分を用いた横系図と付帯

情報の例を示す．図から明らかなように，横系図にお

いても正しく線分交叉を表示でき，5つの領域に分割
された付帯情報が適切に表示できていることがわかる．

7. おわりに
本研究ではWHIteBasEに横系図と付帯情報の表示

機能を実装し，その有用性を示した．今後は更に複雑

な系図表現へ対応するための機能拡張を計画している．
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